
今後取るべき対策

① 重点地域を中心とした海外拠点を活用した戦略的な日本の広

報と渡日前大学入学許可の推進

② 国費留学生制度等の奨学金等の抜本的拡充

③ 日本企業／日系企業による外国人留学生を対象としたイン

ターンシップの実施促進

④ 高等専門学校から重点地域への技術移転に向けた外国人中

堅技術者の育成（高専の教育メソッドの海外展開）

⑤ 日本留学経験者（ＯＢ会）を活用した日本留学の「呼び水効果」

の促進
KPI：外国人留学生を30万人に
（当面の間20万人）

世界的に優秀な外国人留学生獲得競争が激化

中国：2020年までに50万人

韓国：2020年までに20万人

オーストラリア：高等教育の輸出及び留学生獲得のための海外事務所60箇所

設置 等

海外拠点を活用した戦略的な外国人留学生の獲得

東日本大震災後の2年間は減少に転じており、

外国人留学生の受入れ増加に転換させる思い

切った取組が必要。

大学において留学生が占める割合は
世界的にみて低い

外国人留学生の受入れの低迷
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出典: 日本学生支援機構
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学士・修士課程において留学生が占める割合は、

OECD平均は8.0％であるのに対し、日本は3.4％。

8.0％

出典: OECD “Education at a Glance”

⃝ 優秀な外国人留学生は、日本における起業、母国での活躍等を通じて、新たな「知」や「富」、マーケットを創造する存在。
⃝ 彼らが日本に対する理解を深め、母国と日本の架け橋（人脈）になる重要な役割も担っている。
⃝ 諸外国が国を挙げて優秀な外国人留学生の確保に取り組む中、日本も競争に負けることなく取組を展開する必要がある。
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